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はじめに
このたびはハードディスクコピーマシン をお買いあげいただきましてあＨＤＩ－１２０

りがとうございます。

を正しくご使用いただくため、この説明書は必ずお読みください。またＨＤＩ－１２０

お気付きの点などございましたら、ご遠慮なく連絡くださるようお願いいたします。

製品概要
ハードディスクコピーマシン は、ＩＤＥおよびＥＩＤＥ（エンハンスドＨＤＩ－１２０

ＩＤＥ）インターフェースを持ったハードディスクの１対１のコピーマシンです。フォー

マット形式に左右されずにコピーできるフルモードとＦＡＴ１６やＦＡＴ３２に対応した

使用セクタのみのＦＡＴモードがあります。最大１００Ｇバイト程度までの機器内蔵用ハ

ードディスクの手軽な量産用コピーマシンとして最適です。

また、別売のターゲット増設用アダプタマシン を接続することにより１ＨＤＩ－３３０

対４のコピーマシンに変身させることができます。

１キーの操作でコピー、比較を簡単に行え、また持ち運びに便利なように軽量でキャリ

ーハンドルも付いています。

梱包内容の点検
がお手元に届きましたら、輸送上の破損や欠品が無いか点検してくださＨＤＩ－１２０

。 、 、 、 。い もし破損 欠品等ございましたら 電話連絡後 前ページの住所までご返送ください

梱包内容ＨＤＩ－１２０

１． 本体 ーーーーーーーーーー １台ＨＤＩ－１２０

２．ＨＤＤ用ＩＤＥケーブル ーーーーーーーー ２本

３．ＨＤＤ用電源ケーブル ーーーーーーーーー ２本

４．２．５インチＨＤＤ用アダプタ ーーーーー ２個

５．電源コード ーーーーーーーーーーーーーー １本

６．ユーザー登録カード ーーーーーーーーーー １枚

７．保証書 ーーーーーーーーーーーーーーーー １枚

８．取扱説明書（本書） ーーーーーーーーーー １冊

ユーザー登録カード

ユーザー登録カードに必要事項を書き込んだ後、返送してください。

新製品の発表、ハードやソフトの不良など とお客様との大切な連絡手段とな㈲デンノー

ります。
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語句の説明
本書内で使用される語句を説明します。

（１）ＨＤＤ

Hrad Disk Drive（ハードディスクドライブ）の略です。

（２）ＣＨＳモード

ＨＤＤをアクセスする方法の１つです。ＨＤＤをアクセスするためにシリンダ番号

ＨＤＩ－（Ｃ 、ヘッド番号（Ｈ 、セクタ番号（Ｓ）を設定してアクセスします。） ）

では３０Ｇバイト程度のＨＤＤまで使用でき、マスタ側ＨＤＤの不良セクタの１２０

スキップ処理も行います。

（３）ＬＢＡモード

ＨＤＤをアクセスする方法の１つです。パソコンで５１２Mバイト以上のＨＤＤを

アクセスするために考慮された方法で、セクタを連続した番号に並べ直してＨＤＤを

。 。アクセスします では１００Ｇバイト程度のＨＤＤまで使用できますＨＤＩ－１２０

マスタ側不良セクタのスキップ処理は行いません。

（４）ダブルモード

通常 ではコピー動作と比較動作は別々に行われますがコピー動作ＨＤＩ－１２０

後、連続して比較動作を行うモードをダブルモードと呼びます。

ＣＯＰＹキーを１秒以上押すとダブルモードになります（１秒未満の場合は通常の

コピー動作のみになります 。）

（５）クリアモード

他用されたくない重要なデータが入ったＨＤＤを廃棄したいときや、他のパソコン

で使用したいときなどに内部のデータを消去してしまう機能です。ＨＤＤ全部のセク

タに００ＨまたはＦＦＨを上書きします（コピー動作の前にターゲットＨＤＤに行う

必要はありません 。）
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（６）フルモード

フォーマット形式に左右されずにコピーできるコピーモードです。マスタ側ＨＤＤ

のすべてのセクタのデータを、ターゲット側ＨＤＤのセクタにコピーします。ＦＡＴ

１６やＦＡＴ３２以外のＨＤＤに使用します。

ＣＨＳモードやＬＢＡモードがこのフルモードになります。

（７）ＦＡＴモード

ＦＡＴ１６やＦＡＴ３２に対応した使用セクタのみのコピーモードです。大容量Ｈ

。 、 、ＤＤのコピーがフルモードに比較し短時間で可能になります ､ＭＳ－ＤＯＳ Ｗｉｎ３.１ Ｗｉｎ９５

、 （ フォーマットのみ）､ のコピーに使用してください。ＦＷｉｎ９８ Ｗｉｎ２０００ ＦＡＴ３２ ＷｉｎＭｅ

ＡＴモードでエラーになる場合はフルモードでコピーを行ってください。

また、ＦＡＴ３２（主に ､ ）に限り、ＨＤＩ－１２０単体での拡Ｗｉｎ９８ ＷｉｎＭｅで使用

大コピーが可能です。もし、ＨＤＩ－３３０も使用して大量に拡大コピーをする場合

は、ＨＤＩ－１２０単体でマスタＨＤＤを作製し、それをマスタにしてＨＤＩ－３３

０でコピーしてください。４Ｇ→１０Ｇにコピーした場合に１０Ｇバイト使用できま

す。ただし、パソコンのＢＩＯＳがターゲット側ＨＤＤの容量に対応している必要が

あります。パーティションが２個の場合（１個のＨＤＤでＣ、Ｄドライブで使用）は

後のパーティション（Ｄドライブ）のみを拡大します。

コピー時の設定は 1.3 ＤＩＰスイッチを参照してください。
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第１章 基本ハード仕様

１.１ パネル

（１）表面パネル

①マスタＨＤＤ用電源コネクタ

②マスタＨＤＤ用ＩＤＥコネクタ

③ターゲットＨＤＤ用電源コネクタ

④ターゲットＨＤＤ用ＩＤＥコネクタ

⑤マスタＨＤＤ用ＬＥＤ

マスタＨＤＤへの電源供給とアクセスを表わします。電源供給のみの場合は緑

色に、アクセスもされた場合はオレンジ色に点灯します。

⑥ターゲットＨＤＤ用ＬＥＤ

ターゲットＨＤＤへの電源供給とアクセスを表わします。電源供給のみの場合

は緑色に、アクセスもされた場合はオレンジ色に点灯します。

ＣＯＰＹ

ＣＯＭＰ

ＭＡＳＴＥＲ ＴＡＲＧＥＴ

ＣＯＭＰ ＣＯＰＹ ＳＴＯＰ

ＤＩＰ

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪ ⑫ ⑬
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⑦ＣＯＭＰ表示ＬＥＤ

ＣＯＭＰＡＲＥ（比較）動作中かどうかを表わします。

⑧ＣＯＰＹ表示ＬＥＤ

ＣＯＰＹ（コピー）動作中かどうかを表わします。

⑨７セグメントＬＥＤ

動作の経過や結果を表示します。動作スタート時にＨＤＤの容量、動作中に現

在何％のコピー、比較が終わったか、動作終了時に結果を表示します。詳細は

１.２（２）7セグメントＬＥＤを参照してください。

⑩ＤＩＰスイッチ

状態設定用の４ピンＤＩＰスイッチです。詳細は１.３ ＤＩＰスイッチを参照

してください。

⑪ＣＯＭＰキー

押すとＣＯＭＰＡＲＥ（比較）を開始します。動作中は意味を持ちません。

⑫ＣＯＰＹキー

押すとＣＯＰＹ（コピー）を開始します。動作中は意味を持ちません。

⑬ＳＴＯＰキー

動作を途中で中断する場合に押します。
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（２）後面

① 電源スイッチＨＤＩ－１２０

自体の電源をＯＮ／ＯＦＦします。COMPAREやCOPY動作中にはＨＤＩ－１２０

操作しないでください。

②電源出力コネクタ

増設機器用の交流１００Ｖを出力します。①の電源スイッチにＨＤＩ－１２０

連動してＯＮ／ＯＦＦします。 増設機器以外は接続しないでくＨＤＩ－１２０

ださい。

③電源入力コネクタ

電源コードを接続します。

（３）右面

右面に増設機器接続用の６０ｐｉｎコネクタがあります。増設用機器からの６０ｐｉ

ｎフラットケーブルを接続します。増設機器以外のものを接続しないでください。

①

②
③
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１.２ 表示

（１）ブザー

、 。短音は動作がＯＫであることを表わし 長音は動作がエラーであることを表わします

（２）７セグメントＬＥＤ

７セグメント2桁のＬＥＤで状態などの表示を行います。

、 、 、比較 コピー開始時にマスタＨＤＤから情報を読み取り 短音1回でＨＤＤの容量

短音2回で比較やコピーの方式、短音3回で動作を開始します。

また、動作終了時や待機時に結果や状態を表わします。

① 容量表示（例 （短音１回））

ｏ ４ －－－－－ ４０Ｍｂｙｔｅ（1桁目が小さいｏ）

０.８ －－－－－ ８００Ｍｂｙｔｅ（０.８Ｇｂｙｔｅ）

４.３ －－－－－ ４.３Ｇｂｙｔｅ

１ ２ －－－－－ １２Ｇｂｙｔｅ

② 方式表示 （短音２回）

ＣＨ －－－－－ ＣＨＳモードで動作（フルモード）

Ｌｂ －－－－－ ＬＢＡモードで動作（フルモード）

ＦＡ －－－－－ ＦＡＴモードで動作

ｄＣ －－－－－ ＣＨＳモードで動作（フルモードでのダブルモード）

ｄＬ －－－－－ ＬＢＡモードで動作（フルモードでのダブルモード）

ｄＦ －－－－－ ＦＡＴモードで動作（ＦＡＴモードでのダブルモード）

ＣＬ －－－－－ クリアモード

③ ％表示 （短音３回以降）

００～９９まで動作が終了した割合を"％"表示します。また、このとき５秒間に

１秒程度、方式表示も行います。
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④ 状態表示

ｒｙ（ ）－－－－ レディー状態

ｏｎ（ ）－－－－ 動作開始（ＨＤＤの電源ＯＮ）

ｏｋ（ ）－－－－ 結果ＯＫ

Ｅｒ（ ）－－－－ 途中結果エラー（％表示と交互表示）

ＥＳ（ ）－－－－ ＳＴＯＰキー停止（％表示と交互表示）

Ｃ０（ ）－－－－ マスタＨＤＤが未接続

Ｃ１（ ）－－－－ ターゲットＨＤＤが未接続

Ｃ２（ ）－－－－ マスタＨＤＤと初期通信できず

Ｃ３（ ）－－－－ ターゲットＨＤＤと初期通信できず

ＥＡ（ ）－－－－ マスタエラー（％表示と交互表示）

ＣＦ（ ）－－－－ ＦＡＴがＦＡＴ１６、ＦＡＴ３２でない
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１.３ ＤＩＰスイッチ

（１）ピン仕様

①（１ピン）動作モード設定１

ＯＦＦでＣＨＳモード、ＯＮでＬＢＡモードになります。ＣＨＳモードで３０Ｇバイ

ト程度まで、ＬＢＡモードで１００Ｇバイト程度までのＨＤＤを使用できます。ＣＨＳ

モードのみ、３０個程度のマスタ側不良セクタをスキップ（飛び越し）する機能があり

ます。ＬＢＡモードやＦＡＴモードでマスタエラー（ＥＡ表示）が出る場合は試してく

ださい。

②（２ピン）動作モード設定２

ＯＦＦで高速動作、ＯＮで低速動作になります （実際は、データの読み取りや書き。

込みのパルス幅をＯＦＦで短く、ＯＮで長くしています ）。

③（３ピン）動作モード設定３

ＦＡＴモード時に意味を持ちます。ＯＦＦで同容量コピー、ＯＮで拡大コピーになり

ます。ただし、ＦＡＴ１６の場合は拡大にはならず、ＦＡＴ３２のみ拡大になります。

また、パーティションが２個の場合（１個のＨＤＤでＣ、Ｄドライブで使用）は後のパ

ーティション（Ｄドライブ）のみを拡大します。

ＨＤＩ－３３０を接続した場合は違う意味になります（ＨＤＩ－３３０の取扱説明書

をご覧ください 。）

④（４ピン）動作モード設定４

ＯＦＦでフルモード、ＯＮでＦＡＴモードになります。ＦＡＴモードはＬＢＡモード

で行われるため、ＯＮにした場合は１ピンは意味を持たなくなります。

ピン ＯＦＦ ＯＮ

１ ＣＨＳモード ＬＢＡモード

２ 高速 低速

３ 同容量（ＦＡＴ） 拡大（ＦＡＴ）

４ フルモード ＦＡＴモード
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（２）設定の仕方

はいろいろなＨＤＤに対応するため４ピンのＤＩＰスイッチによりＨＤＩ－１２０

動作のモードを変更することができます。ここではモードを変更しながらいろいろな

ＨＤＤに対応する順序を説明します。１番速いコピーから順に遅くしてＯＫになった

モードを使用します。

① ＦＡＴ１６やＦＡＴ３２でフォーマットされたＨＤＤをコピーする場合は②から行

ってください。ＦＡＴ１６やＦＡＴ３２以外のＨＤＤのコピーの場合は③から行って

ください。

４ピンのみＯＮにしてコピーを行います（ＦＡＴモードで読み書きを② ＤＩＰスイッチの

行う 。エラーの場合はＤＩＰスイッチの２ピンをＯＮにしてコピーを行います（低）

速動作にします 。エラーの時は③を行い、ＯＫの時はこのままでご使用ください。）

③ ＤＩＰスイッチの１ピンをＯＮ、２～４ピンをＯＦＦにしてコピーを行います（Ｌ

ＢＡモードで読み書きを行う 。エラーの時は④を行い、ＯＫの時はこのままでご使）

用ください。

④ ＤＩＰスイッチの１ピン、２ピンをＯＮにしてコピーを行います（③の状態を低速

にして行なう 。エラーの時は⑤を行い、ＯＫの時はこのままでご使用ください。）

⑤ ＤＩＰスイッチの１ピン、２ピンをＯＦＦにしてコピーを行います（ＣＨＳモード

）。 、 。で読み書きを行う エラーの時は⑥を行い ＯＫの時はこのままでご使用ください

⑥ ＤＩＰスイッチの２ピンのみＯＮにしてコピーを行います（低速動作にします 。）

このままでご使用ください。
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１.４ ＨＤＤのセット

ＨＤＤの各ケーブルへのセット方法を説明します。

（１） へのケーブル接続ＨＤＩ－１２０

① マスタとターゲット用のＩＤＥケーブル２本をそれぞれのＩＤＥコネクタに接続し

ます。ＩＤＥケーブルには特に方向はありませんが、目安として赤線マークが１ピン

側（電源コネクタ寄り）にくるようにセットするのが良いでしょう。ＨＤＤ用ＩＤＥ

ケーブルはしっかり差し込んでください。しっかりと差し込んだ場合、コネクタの両

サイドのフックが自動的にケーブル側コネクタにかかります。

② マスタとターゲット用の電源ケーブル２本をそれぞれの電源コネクタに接続しま

す。奥までしっかりと差し込んでください。

ＣＯＰＹ

ＣＯＭＰ

ＭＡＳＴＥＲ ＴＡＲＧＥＴ

ＣＯＭＰ ＣＯＰＹ ＳＴＯＰ

ＤＩＰ

ターゲット側ＨＤＤ

（コピー先）

金属面上

マスタ側ＨＤＤ

（オリジナル）

金属面上
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（２）３.５インチＨＤＤのセット

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤは、ＨＤＤ側のジャンパースイッチをマスタ仕様に

してください （通常、パソコンに接続されている場合はマスタ仕様になっています。。

よくわからない場合はＨＤＤ上のシールなどにマスタ､スレーブ仕様について記載され

ていますので、確認してください ）。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤをマスタおよびターゲットのケーブルに接続しま

。 。す このときマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤの位置を間違えないようにしてください

逆にセットすると大切なマスタＨＤＤのデータが失われます。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤはケース上のゴムシートの上にうまく乗せ、ＨＤＤ

とケースが直接触れないようにしてください。

ＨＤＤにＨＤＤ用ＩＤＥケーブルとＨＤＤ用電源ケーブルがしっかりと差し込まれて

いるのを確認します。

通常、ＨＤＤの金属ケース側が上に、基板側が下になります。

３.５インチＨＤＤ

金属面 上

HDD用電源ケーブル

HDD用IDEケーブル
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（３）２.５インチＨＤＤのセット

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤがマスタ仕様になっているのを確認してください。

（通常、パソコンに接続されている場合はマスタ仕様になっています。２．５インチＨ

ＤＤの場合は離れた４本のコネクタピンに何も接続されていない場合にマスタ仕様にな

ります ）。

２.５インチＨＤＤの場合は直接接続できないため、２.５インチ変換アダプタを使用

して接続します。

２.５インチ変換アダプタのコネクタにＨＤＤ用ＩＤＥケーブルとＨＤＤ用電源ケー

ブルを接続します。その後、２.５インチＨＤＤを２.５インチ変換アダプタに接続しま

。 。す このときマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤの位置を間違えないようにしてください

逆にセットすると大切なマスタＨＤＤのデータが失われます。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤはケース上のゴムシートの上にうまく乗せ、ＨＤＤ

とケースが直接触れないようにしてください。

通常、ＨＤＤの金属ケース側が上に、基板側が下になります。

２.５インチＨＤＤ

金属面 上

HDD用電源ケーブル

HDD用IDEケーブル



- 15 -

１.５ 基本仕様

①外形寸法

７０（Ｈ）×１７０（Ｗ）×２６０（Ｄ）ｍｍ

（コネクタなどの突起物は除く）

②重量

３Ｋｇ

③使用環境

・動作温度 ５～４０℃

・保管温度 －１０～６０℃

・湿度 ２０～８０％（但し、結露しないこと）

④電源仕様

・消費電力 １００Ｗ

・入力電圧 ＡＣ９０～２６４Ｖ

・入力周波数 ４７～６３Ｈｚ

・入力電流 ＭＡＸ．２Ａ
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第２章 操作

２．１ コピー

（１） に電源コードを接続し、電源スイッチを押し電源を入れます。ＨＤＩ－１２０

（２）表面パネルのＤＩＰスイッチを設定します（１.３ ＤＩＰスイッチ参照 。）

（３）マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤをセットします（１.４ ＨＤＤのセット参照 。）

（４）ＣＯＰＹキーを押します。ＣＯＰＹキーを押す長さが１秒未満の場合はコピー動作

のみを行います。

ＣＯＰＹキーを１秒以上押し続けるとコピーと比較のダブルモードになります。ダ

ブルモードの場合、コピー動作終了後、自動的に比較動作を行います。方式表示はＣ

ＨＳモード時「ｄＣ」に、ＬＢＡモード時「ｄＬ」に、ＦＡＴモード時「ｄＦ」にな

ります。

（５）ＣＯＰＹ（コピー）動作が終了したらターゲットＨＤＤを取り外します （完璧を。

きする場合、コピー動作後、ターゲットＨＤＤを取り外す前にＣＯＭＰキーを押し、

比較動作を行ってください。ただし、ダブルモードでコピーした場合は比較動作は必

要ありません ）。

（６）他のＨＤＤにもコピーする場合は（３）から繰り返します。

（７）終了する場合はマスタＨＤＤを取り外し、 の電源を切ります。ＨＤＩ－１２０

２．２ 比較

（１） に電源コードを接続し、電源スイッチを押し電源を入れます。ＨＤＩ－１２０

（２）表面パネルのＤＩＰスイッチを設定します（１.３ ＤＩＰスイッチ参照 。）

（３）マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤをセットします（１.４ ＨＤＤのセット参照 。）

（４）ＣＯＭＰキーを押します。

（５）ＣＯＭＰＡＲＥ（比較）動作が終了したらターゲットＨＤＤを取り外します。

（６）他のＨＤＤも比較する場合は（３）から繰り返します。

（７）終了する場合はマスタＨＤＤを取り外し、 の電源を切ります。ＨＤＩ－１２０
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２．３ オプション機能

（１）ＨＤＤデータ消去（クリアモード）

は他用されたくないＨＤＤのデータをすべてクリアする機能が付いてＨＤＩ－１２０

います。これは、すべてのセクタにデータ００ＨかＦＦＨを書き込み、ファイルやその

残骸を完璧に無くしてしまうものです。再フォーマットするよりも強力です。ただし、

通常のコピー動作を行う前にＨＤＤデータ消去操作を行う必要はありません。

以下に操作方法を説明しますが、この操作を行った後にデータを復活させることはで

きませんので、気を付けてご使用ください。

① に電源コードを接続し、ＣＯＰＹキーとＳＴＯＰキーを押しながらＨＤＩ－１２０

電源を入れます。７セグメント表示が「ＣＬ」になったのを確認し､ＣＯＰＹキーと

ＳＴＯＰキーを押すのを止めます（電源ＯＮ後、１秒程度で「ＣＬ」になります 。）

② 消去したいＨＤＤをターゲット側に接続します。マスター側には何も接続しないで

ください。

③ ＣＯＭＰキーを押すとクリアするデータが００→ＦＦ→００...と変わります（クリ

アするデータとはＨＤＤ全体に上書きするデータです 。どちらかを選んでください）

（電源投入時は００です 。）

④ ＣＯＰＹキーを押すとクリア動作を始めます。クリア動作はＣＨＳモードのみで行

います。ＤＩＰスイッチがＬＢＡモードやＦＡＴモードに設定されていてもＣＨＳモ

ードになります。

⑤ クリア動作が終了したらＨＤＤを取り外します。

⑥ 他にもクリアしたいＨＤＤがある場合は②から繰り返します。

⑦ 通常のコピー、比較動作を行う場合は一旦電源を切り、再度入れ直してください。

終了する場合はＨＤＤを取り外し、 の電源を切ります。ＨＤＩ－１２０

（２）動作プログラムのバージョン表示

はＲＯＭに書き込まれたプログラムで動作しています。このプログラＨＤＩ－１２０

ムのバージョンを表示することができます。

① に電源コードを接続し、ＳＴＯＰキーのみを押しながら電源を入れＨＤＩ－１２０

ます。７セグメント表示にバージョンが表示された後、ＳＴＯＰキーを押すのを止め

ます（電源ＯＮ後、１秒程度で表示します 「１.２」と表示された場合プログラム。

のバージョンは１.2 です 。この後は通常の動作になります。）
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２．４ 使用上の注意ＨＤＩ－１２０

① 本機は著作権法で許された範囲のコピーを目的として使用するものです。著作権法

で許されない目的に使用しないでください。

② マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤを正常に接続しているのにＨＤＤを認識できない

とき（Ｃ０～Ｃ３表示）は、 とＨＤＤを接続するＩＤＥケーブルや電ＨＤＩ－１２０

源ケーブルの接触不良が考えられます。 本体への差込やＨＤＤへの差ＨＤＩ－１２０

込が不足していないか確認してください。

また、ＨＤＤの仕様が異なる場合もあるため、ＨＤＤ側のジャンパースイッチを変

更してマスタ仕様やスレーブ仕様にして試してみてください。

③ ＨＤＤの動作をＳＴＯＰキーで停止してから次にＣＯＭＰキーやＣＯＰＹキーを押

すとき、５秒程度時間待ちを入れないと正常に動作しないＨＤＤもあります。

④ Ｑｕａｎｔｕｍ製ＨＤＤの一部にＣＨＳモードでないとコピーできないものがあります。Ｑｕａｎｔ

Ｃ２～Ｃ３表示エラーが出る場合はＣＨＳモードで試してみてくださｕｍ製ＨＤＤで

い。


